
表１　　平成２０年度ダイオキシン類に係る環境調査結果（総括表）

単位： 大気　pg-TEQ/m3

水質　pg-TEQ/L
底質　pg-TEQ/g
土壌　pg-TEQ/g

調査結果

全体 721 2,541 0 0.036 0.0032 0.26

( 799 ) ( 2,675 ) ( － ) ( 0.039 ) ( 0.0032 ) ( 2.3 )

大気 一般環境 538 1,927 0 0.035 0.0041 0.26

( 581 ) ( 2,002 ) ( － ) ( 0.035 ) ( 0.0041 ) ( 0.26 )

発生源周辺 156 516 0 0.041 0.0032 0.22

( 188 ) ( 569 ) ( － ) ( 0.055 ) ( 0.0032 ) ( 2.3 )

沿道 27 98 0 0.036 0.011 0.073

( 30 ) ( 104 ) ( － ) ( 0.034 ) ( 0.011 ) ( 0.073 )

公共用 全体 1,700 2,225 28 0.20 0.013 3.0

水域 河川 1,319 1,798 28 0.23 0.014 3.0

水質 湖沼 87 102 0 0.16 0.015 0.97

海域 294 325 0 0.078 0.013 0.99

公共用 全体 1,384 1,449 6 7.1 0.067 540

水域 河川 1,060 1,119 6 6.4 0.067 540

底質 湖沼 79 80 0 9.2 0.24 55

海域 245 250 0 9.4 0.078 130

地下水質 634 635 0 0.048 0.010 0.38

土壌 合計 1,073 1,082 0 3.1 0 190

一般環境把握調査 831 840 0 2.8 0 190

発生源周辺状況把握調査 242 242 0 4.1 0.00096 170
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注２：
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注４：

注５：

注６：
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土壌については、このほかに範囲確定調査（1区域19地点、19検体）が実施された。

公共用水域底質の環境基準超過地点数は、年１回以上環境基準値を超過した地点数である。

調査の種類
又は地域分類　　（水域群）

大気については、環境省の定点調査結果及び大気汚染防止法政令市が独自に実施した調査結果を含む。
なお、下段（　）内は全調査地点の数値である。

平均値、最小値及び最大値は、各地点の年間平均値の平均値、最小値及び最大値である。

毒性等量の算出には、WHO-TEF(2006)を用いている。

地下水質については、このほかに定期モニタリング調査（30地点、36検体）が実施された。


